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２００４ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権（フィリピン・スビックベイ(4/4) ） 

アンダー２３（Ｕ－２３）カテゴリー日本代表選考規定 
 
１） 出場枠 
 ・日本代表として最大、男子６名、女子６名を選出する。（派遣、自費参加含む） 
 
２） 選考基準 
 ・下記選考基準を満たした当該年度のＵ２３選手を日本代表とする。 
  （２００４年１２月３１日時点で２３歳以下；１９８１年１月１日生まれ以降対象） 
 
  Ａ）２００３ＩＴＵトライアスロン世界選手権Ｕ２３カテゴリーにて総合２０位以内で、優勝選手記録の

＋５％（男子）、＋８％（女子）以内で完走している男女 
 
該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
 男子：該当選手なし  女子：中川絵理（千葉）、上田 藍（千葉） 
 
  Ｂ）２００３日本トライアスロン選手権総合６位以内の男女 
 
該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
 男子：田山寛豪（学連）、細田雄一（千葉）  女子：中川絵理（千葉）、大松沙央里（学連） 
 
※ Ａ）、Ｂ）については、エリートカテゴリーに選考されたときは、エリートカテゴリーで出場し、選考から

はずれたときは、アンダー２３カテゴリーで出場することとする。また、ＪＴＵ認定記録会を受けること

を条件とする。ただし海外合宿等で不在の場合は、現地でのレース実績等を報告すること。 
 
Ｃ）２００３日本トライアスロン選手権上位選手 
    ２００３日本学生トライアスロン選手権１位の男女 
    ２００３ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権（含むジュニア） 
    ２００３ＩＴＵトライアスロン世界選手権日本代表選手（含むジュニア） 
     
   上記いずれかで、２００４年３月１３日までに実施されるＪＴＵ認定記録会スイム４００ｍにおいて、

所定記録（男子４分３８秒、女子５分０４秒）を上回り、スイム記録の２倍とラン５，０００ｍの記録

合計の上位選手。 
 
※ 記録は、同一会場で測定されたものを合計し、別会場で測定された記録を合算することは、認められない。

合計記録が同じ場合、スイムの記録が優れている選手を上位とする。 
 
該当選手（登録は２００３年１２月９日現在） 
 男子：三木邦彦（学連）、岡沢健介（学連）、青島直道（学連）、松崎 奨（神奈川）、 
佐藤悠一（学連）、馬立賢治（学連）、青木大輔（学連）、東野 翔（学連） 

 女子：大河内智未（神奈川）、松本夏季（学連）、中島千恵（東京）、今泉奈緒美（神奈川）、 
    内野恵里（学連）、楠 里紗（東京）、田中敬子（福岡） 


